
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千葉県公立高等学校入学者選抜学力検査問題を使って、 

「自分の考えを文章や式で表現する力」をアップしよう！ 

 

の活用 
本資料の目的 

学校の先生方：令和３年度千葉県公立高等学校入学者選抜の学力検査の結果から、「本県の生徒

に身に付けさせたい力」を把握し、学校での授業改善につなげましょう。 

生徒の皆さん：実際の入試問題（本検査）において、無回答（空欄）の多かった問題を使って、

「与えられた条件を使って考え判断し、表現する力」を身に付けましょう。 

育もう！「思考力・判断力・表現力」！ 

 課 題 学習のポイント 

国語 
  

社会 
  

数学 
 

 

理科 
  

英語 
  

 

生徒の実態と各

教科の特性を生か

し、実践モデルプロ

グラムを意識した、

「知識及び技能を

活用して課題を解

決する」学習活動を

実践しましょう。 

学習したことや

自分の考えを、文

章、図、式やグラフ

などに表し、まとめ

るとともに、お互い

に伝え合い、理解し

合う学習をしてい

こう。 

授業の取り組み方「学習したことを関連付け、整理をし、自分の言葉でまとめる。」 

令和３年度の問題と関連する過去の問題や類似問題も解いてみましょう！ 

与えられた条件をもとに自分で考え判断し、文章や式にして表現する 

「記述式問題に弱い」 

 

の活用 

生徒の皆さん 学校の先生方 
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・自分の考えを支える根拠となる段落や部分などを挙げて、自分の考えをまとめ、文章を書くこと。 
・自分の思いや考えが伝わるように、文における付属語の働きなども理解すること。 
・登場人物の心の機微や微妙なニュアンスを伝える表現に注目しながら読み、内容の理解を深め、目的や 
意図に応じた表現を整えること。 

 

 

 

「語句等の使い方を考え、伝わりやすい文章を書こう。」 

～表現の仕方を考え、読みやすい文章にする。～ 

【出題の趣旨】 登場人物の言動の意味などについて考え、内容を解釈する。 

表現の仕方を考え、自分の考えが分かりやすく伝わる文章になるように工夫する。 

【令和３年度学力検査で課題が見られた問題】本検査六(2)(b)(ⅱ) 【予想正答率】完答 10％ 部分点 20％ 

 

 

      

【解答を導き出すために、身に付けたい力】 

【解答を導き出すためのポイント】 

 

＜関連する過去の千葉県公立高等学校入学者選抜学力検査問題＞ 
・R2  前期選抜七（5）Ⅱ「古典 文章の内容の理解と表現」            無答率：55.3％ 
・H30 後期選抜六（3）Ⅱ「古典 文章の内容の理解と表現」           無答率：19.7％ 
・H29 前期選抜七（5）Ⅱ「古典 文章の内容と展開の理解と表現」       無答率：25.6％ 

＜類似問題 ～ちばのやる気学習ガイド 国語より～＞ 

○国語１ 書くこと③ 
○国語１ 読むこと（文学的文章）① 
○国語２ 読むこと（文学的文章）②－１ 
○国語２ 読むこと（文学的文章）②－２ 
○国語３ 読むこと（古典）①  

 

国 語 

完答した受検者が 5.8％、部分点を与えられた受検者が 8.2％で、解答欄が空欄
だった割合（以下、無答率という。）は 53.0％でした。 
「袖をしぼる」は和歌で悲しみの頻出表現なので、涙に気付いた人は多かったで

しょう。 
「～かねる」という補助動詞の微妙なニュアンスが読み取れるかがポイントで

す。古典を読むときも普段の生活で使う言葉と関連付けできることが大切です。 

 

 

https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/nyuushi/documents/kokugor2zenki7.pdf
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/nyuushi/documents/kokugoh30kouki6.pdf
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/nyuushi/documents/kokugoh29zenki7.pdf
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/gakuryoku/yaruki/kokugo/documents/j1010.pdf
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/gakuryoku/yaruki/kokugo/documents/j1011.pdf
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/gakuryoku/yaruki/kokugo/documents/j2012.pdf
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/gakuryoku/yaruki/kokugo/documents/j2013.pdf
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/gakuryoku/yaruki/kokugo/documents/j3015.pdf


 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・教科書の重要語句について、その意味を含めて理解すること。 

・各分野における事象や実施される政策等について、「なぜか」の視点で思考すること。 

・思考したこと、理解したことを文章に表現すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「語句の内容を理解し、説明してみよう。」 

～語句の内容について、論理的に表現する。～ 

【出題の趣旨】 日本銀行が行う金融政策について、内容を理解し、そのしくみについて 

表現することができるかをみる。 

【令和３年度学力検査で課題が見られた問題】本検査 6(3) 【予想正答率】35％ 

      

【解答を導き出すために、身に付けたい力】 

 

【解答を導き出すためのポイント】 

 

      

＜関連する過去の千葉県公立高等学校入学者選抜学力検査問題＞ 
・R2  前期選抜 7（3）「内閣総理大臣の指名について説明する」           無答率：18.1％ 

・H31 前期選抜 7（3）「裁判員制度のしくみについて説明する」             無答率： 7.0％ 

・H30 前期選抜 7（2）「予算の議決における衆議院の優越について説明する」   無答率：28.3％ 

＜類似問題 ～ちばのやる気学習ガイド 社会より～＞ 

○公民３ 第２章 私たちと政治（２）民主政治と政治参加<応用問題③> 

○公民３ 第２章 私たちと政治（２）民主政治と政治参加<応用問題④> 

○公民３ 第３章 私たちと経済（１）市場の働きと経済<応用問題①> 

○公民３ 第３章 私たちと経済（１）市場の働きと経済<応用問題②> 

○公民３ 第３章 私たちと経済（１）市場の働きと経済<応用問題③>  

社 会 

受検者の正答率は 24.3％、無答率は 14.3％でした。 
中央銀行の行う金融政策の内容について順序立てて理解していなかった 

受検者が多かったと思われます。政策などについては、「なぜ、そうなるのか」の
視点を働かせて、理解しましょう。 

https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/nyuushi/documents/shakair2zenki7.pdf
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/nyuushi/documents/shakaih31zenki7.pdf
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/nyuushi/documents/shakaih30zenki7.pdf
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/gakuryoku/yaruki/shakai/documents/shakai3-9.pdf
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/gakuryoku/yaruki/shakai/documents/shakai3-9.pdf
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/gakuryoku/yaruki/shakai/documents/shakai3-8.pdf
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/gakuryoku/yaruki/shakai/documents/shakai3-8.pdf
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/gakuryoku/yaruki/shakai/documents/shakai3-8.pdf


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・示された条件から、得られた情報を整理し、数学的に表現・処理する技能を身に付けること。 

・数学を活用して事象を論理的に考察する力を養うこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「与えられた情報を整理し、数学的に表現して、答えを導こう。」 

～複数の単元の内容を関連付け、考察する。～ 

【出題の趣旨】 関数 y=ax2と図形の性質を的確に捉え、答えを導くことができる。   

【令和３年度学力検査で課題が見られた問題】本検査3(2)② 【予想正答率】10％ 

【解答を導き出すために、身に付けたい力】 

 

【解答を導き出すためのポイント】    

    

数 学 

＜関連する過去の千葉県公立高等学校入学者選抜学力検査問題＞ 

・R2  前期選抜 3(2)② 

 関数「三角形と四角形の面積比が与えられたときのある点の座標」     無答率：57.5％ 

・H31 後期選抜 3(3)  

関数「正方形と三角形の面積が等しいときのある点の座標」        無答率：54.7％ 

・H31 前期選抜 3(2)② 

 関数「２つの三角形の面積が等しいときのある点の座標」         無答率：39.8％ 

・H30 後期選抜 3(3)  

関数「四角形の面積を二等分する直線とある直線の交点の座標」      無答率：50.3％ 

・H30 前期選抜 3(2)② 

   関数「台形と平行四辺形の面積比が与えられたときのある点の座標」    無答率：58.0％ 

  

＜類似問題 ～ちばのやる気学習ガイド 数学より～＞ 
○数学１ ４章 比例・反比例 「反比例の表，式，グラフ」＜応用問題②＞ 
○数学３ ４章 関数 𝑦 = 𝑎𝑥2 「𝑦 = 𝑎𝑥2の表，式，グラフ」＜応用問題③＞ 
○数学３ ４章 関数 𝑦 = 𝑎𝑥2 「𝑦 = 𝑎𝑥2の表，式，グラフ」＜応用問題④＞ 

正答率は 2.5％、無答率は 65.6％でした。 
(2)①から、「点Ｃの座標がわかれば、点Ｄの座標を見つけられそうだ。」とい

うことに気付いた受検者は多かったのではないでしょうか。難しい点は「平行
四辺形ＡＢＣＤの面積が 15cm2 と等しくなっていることを、どのようにして 
数学的に表現するか。」です。その際、点Ｃが放物線上の点であることから、 
点Ｃの座標について文字を利用して設定できるかがポイントになります。 

 

 

https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/nyuushi/documents/suugakur2zenki3.pdf
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/nyuushi/documents/suugakuh31kouki3.pdf
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/nyuushi/documents/suugakuh31zenki3.pdf
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/nyuushi/documents/sugakuh30koilo3.pdf
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/nyuushi/documents/sugakuh30zenki3.pdf
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/gakuryoku/yaruki/suugaku/documents/m1011.pdf
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/gakuryoku/yaruki/suugaku/documents/m3009.pdf
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/gakuryoku/yaruki/suugaku/documents/m3009.pdf


 

 
完答した受検者が 5.8％、部分点を与えられた受検者が 8.2％で、無答率は

53.0％でした。 
「袖をしぼる」は和歌で悲しみの頻出表現なので、涙に気付いた人は多かっ

たでしょう。 
「～かねる」という補助動詞の微妙なニュアンスが読み取れるかがポイン

トです。古典を読むときも普段の生活で使う言葉と関連付けできることが大
切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・示された表、グラフ、図などから必要な情報を読み取り、整理すること。 

・学習したことを日常生活における事象と関連付けて、知識を活用すること。 

・自分の意見や考察した内容を文章に表し、相手に伝えること。 
 

 

 

        

 

 

 

 

【出題の趣旨】グラフの変化を的確に捉え、学習した内容から判断し、用語を使って文章で説明することができる。 

【令和３年度学力検査で課題が見られた問題】本検査 6(2) 【予想正答率】55％  

      

【解答を導き出すために、身に付けたい力】 

【解答を導き出すためのポイント】 

 

理 科 

６ Ｓさんたちは、ある年の２月２日の０時から２月５日

の０時まで、千葉県内の地点Ｗで気象観測を２時間ごと

に行い、図１のようにまとめました。図２のＡ～Ｄは、２

月２日の２１時、２月３日の９時、２月３日の２１時、２

月４日の９時のいずれかの日時の天気図です。これに関

して、あとの(1)～(4)の問いに答えなさい。 

(2) 図１で、２月３日の地点Ｗの気温の変化が２月２日と

は異なっていることには、前線が関係している。地点Ｗ

における、２月３日の１８時から２月４日の０時までの

気温の変化を、そのように変化した理由とともに、前線

の種類を示して、説明しなさい。 

＜関連する過去の千葉県公立高等学校入学者選抜学力検査問題＞ 
・R2  後期選抜 4(2)   

「平面上を運動する台車が動いた時間と距離の関係（グラフ）」      無答率：13.5％ 

・H31 前期選抜 7(2)①  

「炭酸水素ナトリウムの質量と発生した気体の質量との関係」        無答率： 9.8％ 

・H30 前期選抜 5(3)   

「20℃まで下げることで出てくる物質Ｙの結晶の質量」           無答率：14.4％ 

 

「グラフから情報を読み取り、文章で表現しよう。」 

～読み取ったデータを学習内容とリンクさせ、表現する。～ 

＜類似問題 ～ちばのやる気学習ガイド 理科より～＞ 
○理科１ いろいろな生物とその共通点（生物の観察）＜応用問題①＞ 

○理科１ いろいろな生物とその共通点（植物の体の共通点と相違点）＜応用問題②＞ 

○理科２ 電流とその利用（電流・電圧と抵抗）＜応用問題②＞ 

○理科２ 化学変化と原子・分子（質量変化の規則性）＜応用問題②＞ 

○理科２ 気象とその変化（気象観測）＜基本問題②＞ 

○理科２ 気象とその変化（前線の通過と天気の変化）＜応用問題①＞ 

○理科３ 自然と人間（自然環境の調査と環境保全）＜基本問題③＞ 

 

受検者の正答率は 34.1％、無答率は 20.0％でした。 
問題文中の「前線が関係している」の部分もしくはグラフから「気温が

上がっている」ことに気づいた受検者は多かったと思います。難しい点は、
気圧や湿度、２月４日のグラフなど、不要な情報が多く入っているところ
です。変化した理由を説明するための必要な情報だけに注目することがポ
イントになります。 

 

https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/nyuushi/documents/rikar2kouki4.pdf
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/nyuushi/documents/rikah31zenki7.pdf
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/nyuushi/documents/rikah30zennki5.pdf
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/gakuryoku/yaruki/rika/documents/rika1-10.pdf
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/gakuryoku/yaruki/rika/documents/rika1-11.pdf
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/gakuryoku/yaruki/rika/documents/rika2-2.pdf
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/gakuryoku/yaruki/rika/documents/rika2-14.pdf
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/gakuryoku/yaruki/rika/documents/rika2-20.pdf
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/gakuryoku/yaruki/rika/documents/rika2-22.pdf
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/gakuryoku/yaruki/rika/documents/rika3-25.pdf


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・得られた情報や表現の中から、伝えたいことをまとめる上で必要なものを、選択したり抽出したりすること。 

・自分が伝えたいことを明確化した上で、これまでに学習した知識及び技能を駆使して表現しようとすること。 

 

 

 

 

「情報を整理しながら考えなどをまとめ、英語で表現しよう。」 

～得られた情報を選択したり抽出したりして表現する。～ 

【出題の趣旨】 基本的な単語や文法を用いて、日常的な場面の中で自分の考えなどを英語

でまとめ、適切に表現する力をみる。 

【解答を導き出すために、身に付けたい力】 

【解答を導き出すためのポイント】     

      

大問 9(4)の記述は、４コマ連続したイラストになった大問 6 とともに、新しい傾向の問題です。 

 

 

【令和３年度学力検査で課題が見られた問題】本検査 9(4) 【予想正答率】完答 30％ 部分点 30％ 

 

 

 

 

 

      

英 語 

＜類似問題 ～ちばのやる気学習ガイド 英語より～＞ 

○英語２ ユニット ６ 動名詞を使った文④ 

○英語２ ユニット１１ 条件や時を表す文⑤ 

○英語２ ユニット１３ 比較を表す文（１）⑤ 

○英語３ ユニット １ 受け身の文③ 

○英語３ ユニット ９ 関係代名詞の主格② 

○英語３ ユニット１０ 関係代名詞の目的格の文② 

○英語３ ユニット１２ 仮定法⑤ 

完答した受検者が 20.4％、部分点を与えられた受検者が 25.7％、無答率は 
33.7％でした。 
「nurse」を英語で説明するにあたり、本文の「student」の説明が使えそう

だと気付ければ、正解への第一歩です。本文右段１行目にある「it says“～”」
と問題の(4)が同じ表現だと気付くこともできたかもしれません。難しい点は、 
適切な動詞や時制を使用しているか、関係代名詞を適切に用いることができる
かが問われるところです。 

 

 

https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/gakuryoku/yaruki/eigo/documents/e2006.pdf
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/gakuryoku/yaruki/eigo/documents/e2011.pdf
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/gakuryoku/yaruki/eigo/documents/e2013.pdf
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/gakuryoku/yaruki/eigo/documents/e3001.pdf
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